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新潟県東蒲原地方におけるキバシリの分布と繁殖習性

渡部通

〒959-4403新潟県東蒲原郡津川町常浪甲1239-lE-mail:Watanabe＠niigatajwa,or､jｐ

はじめに

１１本産キバシリＣｅﾉ,"”たﾉﾉﾉ"〃ﾉ･ｉｓはキタキパシリＣ､/:(""ﾉＣａ．とキバシリＣ/:〃0ﾉ"“

の2111i砿に分類され，前者は北海道に、後荷は本州，ＩﾉLllI1および九州に分布している（'１本

烏学会1974,2000)．北海道では平地の針葉樹林や落葉広葉樹林にも分･ｲijしているが、本州

以南では,おもに標商1000ｍ以上の針葉樹林や混交林にみられ,冬期は111施へ標行するものも

いる(尚野1982，’1本烏学会２()()O)．しかし，１．|立たないためか，本砿の分布や生活に関す

る情報はごく少ない．本州の''1緯度に位溌する新潟県でも分布に関する記録は９例と少なく、

その記録をみるかぎりでは，これまで本州i１１部における報符例と異なる点がある．そこで，

これまでの観察結果（渡部1989,1990,1992,1993,1999）に韮づき、新潟県北部収柵原地

方における本種の分布や繁殖洲性などを報告する．

この報文をまとめるにあたり，ご指導をいただいた11本歯科大学新潟歯学部の千菜兇教授

（生物学）に心より御礼申し上げる．

調査地と調査方法

調在地の東蒲原郡上川村（37.37'Ｎ，13927'E）および鹿瀬町（37.41'Ｎ，139.29'E）は共に

福脇県会津地方に隣接した山地である．いずれの調査地も標商50～１０５０ｍの範囲にあり，渓谷

や渓流を伴う急l唆な地形がみられる．標高70～200ｍの範囲には集落が点在し，コナラを'''心

とした二次林とスギ人工林が多く存在している．標高500ｍ以上の沢筋や緩傾斜地にはよく発

達したブナ天然林が残存し，商木牌にはトチやミズナラが認められ，Ｊ肺〃木脳にはイタヤカ

エデが，また低木牌にはリョウブやコシアブラなどが生育している．林床にはヒメアオキと

チシマザサが優占し、急峻な尾根にはキタゴヨウや天然スギなど針葉樹が列をなして生育し

ている．冬の猿"_聯１ｔは多く，洲行地に近い津川町では鍛深砿':I『の30年間の､Iえ均値が142cmにな

る（新潟地方気象台1997)．野外調査は，1985年３月～1992年８月の期間は上川村において、

また'993年２月～1999年６月の期間は鹿瀬町において実施した．休日を''1心に，２月下旬か

ら残'１『の多い111地に入り，観察機器とワカンを携行して生息が予想される山林を'''心に注意

深く探索した．３～４月は'営巣期および育雛期にあたるため，特に巣の発児に努めた．育雛

期は雛鳥の鳴き声が頻繁に聞かれるため営巣場所の特定は比較的容易であったが，６jj以降
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(ま姿を確認するのも困難をきわめた．

図ｌ・新潟県におけるキバシリの分布図．Ｓ：調査地，１．黒川村，２．鹿瀬町，３．鹿瀬町，４．上川

村，５．上川村，６．浅草岳，７．苗場山，８．三国峠，９．妙高山．

Fig.１．DistributionofEurasianTreeCreeperα”hjhz/h”伽感inNiigataPrefectureandthe

studyａｒｅａ（S)．１Kurokawa，２and3Kanose，４ａｎｄ５Ｋａｍｉｋａｗａ，６Asakusadake，７

Naebasan,８Ｍｉｋｕｎｉpass,９Miyohkosan

■●■■
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結果および考察

生息地の標高と植生および分布

東蒲原地方におけるキバシリの生息域は鹿瀬町日出谷（標高９０ｍ）から上川村日尊の倉山

（1050ｍ）の範囲にあり，そこの植生は標高200ｍまではスギ人工林とコナラを中心とした二

次林が多く，標高500ｍ以上の沢筋や緩傾斜地にはよく発達したブナ天然林が残存している．

このように調査地では，集落周辺のスギ人工林，コナラなどの二次林およびブナ天然林にキ

バシリが生息している．この結果を同じ本州中部地方の北アルプスの例(1200～2200ｍの亜高

山性針葉樹林；清棲1965)，志賀高原の例(1600～1700ｍの針葉樹林および混交林；羽田.中

村1967,羽田･山田1967,羽田ほか1968,三石1973,中村1983)，および苗場山の例(1640ｍ

の混交林；国立公園協会1985)と比べると，調査地における本種の生息域の標高は既知のそ
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れらよりも低いことがわかった．また，生息域の林相も前述した中部山岳の亜寒帯性針葉樹

林とは異なっていた（清棲1965，羽田・中村1967，羽田・山田1967,羽田ほか’968，三

石1973，中村1983，樋口ほか’997)．なお，東蒲原地方のように低い標商地域に本櫛が生

息している事例は近畿地方の和歌山県高野山や京都府比叡山でも知られている（浦楼

1965)．本種の生息環境がこのように低い標高地域に移行している理由は不明であるが，調査

地においてスギ人工林やスギを交えた広葉樹林が比較的よく保存されていることはその一因

になっている可能性があり，近畿地方における事例が社寺林としてのスギ林がよく保存され

ている事と軌を一にしているように思われる．本種の新潟県内における分布地は，北からIlln

に黒川村（新潟県1982)，鹿瀬町（加藤1982，渡部1993,1999)，上川村（加藤1982，伊

藤1986，渡部1989,1990,1992)，浅草岳（柳瀬1982)，苗場山（本間1970)，三国峠（渡

辺2000）および妙高山（植木1970）である（図１）．このうち，当該地方と同様な低標高生

息地域は黒川村と浅草岳だけにみられ，その他では分布城の標高は当該地より明らかに商か

つた．

●

図２．キバシリの営巣部位を示す略図．Ａ：キツツキの古巣,ｂ：樹皮の脱落した陥没部､ｃ：柚撒水
の裂孔部

Ｆｉｇ．２．ＮｅｓｔｓｉｔｅｏｆＴｒｅｅＣｒｅｅｐｅｒｓｉｎｔｈｅｓｔｕdyarea．Ａ：Usednestholeofwoodpeckers，Ｂ：
cavityImderthebark,Ｃ:naturalhollowinadeadtree

営巣環境

営巣環境，営巣地の標高と林相，営巣木と巣孔の高さおよび方位などについて，図２と表
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表1．新潟県東蒲原地方におけるキバシリの営巣環境．

Table１．NotesonthenestsitesofTreeCreepersinthestudyarea．

裂け目

hollow

キツツキの古巣

usedwoodpeckernest
キツツキの古巣

usedwoodpeCkernest
キツツキの古巣

usedwoodpeckernest
キツツキの古巣

usedwoodpeckernest
キツツキの古巣

usedwoodpeckernest
樹皮の裂け目

cavityunderthebark
キツツキの古巣

usedwoodpeckernest
樹皮の裂け目

cavitvunderthebark

胸高直径巣孔高
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30ｃｍ 1.7ｍ

１００cｍ7.5ｍ

80cｍ 5.0ｍ

１００cｍ6.5ｍ

１００cｍ3.0ｍ

１５ｃｍ 1.8ｍ

80ｃｍ 0.3ｍ

30cｍ 2.5ｍ

95cｍ 3.5ｍ

ブナ・コナラ混交林

Beech/Oakforest

ブナ・トチ混交林

Beech/HorsechestnutfOrest

ブナ・トチ混交林

Beech/HorsechestnutfOrest

ブナ林
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ブナ林
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ｌにまとめた．営巣地の標高が最も低い例は標高１１０ｍで，そこでは巣が集落と隣接したスギ

植林地に認められた．一方，落葉広葉樹林（コナラニ次林とミズナラおよびトチが混じるブ

ナ林）で認めた巣４例は標高120～325ｍの範囲にあり，ほかの４例は標高680～1050ｍに生育

するブナの優勢な落葉広葉樹林内で発見された.巣孔は地上から高さ0.3～7.5ｍの範囲(平均

3.5±2.4ｍ，ｊＶ＝9)にあり，巣の高さが3.0ｍ以上にあるものはすべてが胸高血径80cm以上の

ブナの枯損木にあった．地上0.3ｍに発見された巣はスギの生立木（胸高直径約80cm）に営ま

れ，樹皮の陥没ないし裂け目を利川したものであった．９例中６例（67％）はキツツキ類の古

巣を利用しており，この他，枯損木の裂孔に造られたものがｌ例，樹皮の陥没部に造られた

ものが２例認められた．巣孔の方位は，６例が南から南東方向，３例が西方向で，北向きは

１つもみられなかった．なお，営巣地の林床斜度は今回調査した範囲では１０から30度と概し

て緩い所が多かった．このように，東蒲原地方における本種の蛍巣場所は既報（清棲1965）

と概ね一致しており，巣の高さはこれまで報告された0.7-3.0ｍぐらいの高さ(清棲1965)よ

り広い範囲に及ぶことがわかった．つぎに，巣の形状や巣材について雪で倒壊した営巣木l例

で調べたところ，巣は腕形で外径１０cm内径5cmあり，外装に柔らかいスギの樹皮を多最にもち

い，内装には獣毛などを敷いていた．この結果は消棲（1965）の観察例と一致した．

繁殖習性

繁殖活動は２月上旬頃からはじまり，この頃から雄はよくさえずり，活発な時は１分間あ

たり９～１５回もくり返した．さえずりは樹幹を移動しながら行なわれることが多く，最盛期

には幹に垂直に止まった状態でも鳴き続けた．つがい形成期にあたる２月上旬から３月下旬

の頃は，雌に接近した雄が翼を小刻みに震わせたり，接近しながら小声でさえずったり，さ

らに雄から雌への求愛給餌も観察された．ヒナヘの給餌は通常雌雄交替で行なわれた．ふ化

後約10日目とにあたる1993年４月24日の午前8時から１時間の給餌回数は１１回におよび,ヒナ

の糞を連び去る行動が２回観察された．また，別の巣のふ化後約１週間にあたる1998年２月

26日の午前１０時～１１時の給餌回数は12回で，前例と同様な頻度であった．親鳥が給餌のため

巣を訪問する場合，直接巣孔に飛来したのは23回のうち２回（10％）と少なく，周辺の樹幹

をつぎつぎに移りながら接近したのが23回のうち21回（90％）であった．また，巣の位満が

極端に低い例（地上0.3ｍ）では，営巣木に飛来した親鳥が後ろ向きに下がり，巣孔付近で横

向きになって給餌した．採食は樹幹で行なわれることが多く，時にはカラ類に混じって枝葉

部でも見られた．樹幹で採食する場合は樹皮をすばやく登り，そのあいだに潜む昆虫類を俊

敏に捕らえ，噺一杯にしてから巣へ運んだ．食物は，観察し得た範囲で羽化直後のガ類，ク

モ類およびアリ類であった．繁殖活動の推移を連続して長期間観察することはできなかった

が，ふ化までの日数を約１４～１５日，巣立ちまでの日数を約１４～１５日とした清棲（1965）の数

値を参考にして今回調べた９巣の事例を整理すると，抱卵開始日は２月上旬がｌ例，３月｢|Ｉ

旬がｌ例，４月上旬が７例となり，東蒲原地方における産卵期は浦棲（1965）が述べた中部

山岳での事例より産卵期（３月上旬～５月下旬；最盛期４月下旬）の早いものが多いことがわ



2８

かつた．標高が低いほど春の訪れが早いため，産卵開始が早まることは充分予想されるので，

このような傾向が見られても特別不思議ではないであろう．

要約

福島県に隣接した新潟県東蒲原地方において，キバシリの生息状況を訓盃し，次の結果を得た．

1．繁殖期における本種の生息域は標高50～1050ｍの範鮒にあり，ブナの優占する天然林をはじめ一

部は標高50～400ｍのコナラを中心とした二次林や，集落に隣接したスギ人工林にも生息していた．

2．巣は標商110ｍにｌ例，120～325ｍに４例，そして680～1050ｍに４例認められ，ほぼ同緯度にあ

る中部山脇の小例より低い標高地にあることがわかった．

3．巣は地上から0.3～7.5ｍ，平均3.5ｍの高さにあった．営巣場所は９例'|'，帖批木の裂孔部が１

例，樹皮の脱落した陥没部が２例，そしてキツツキの古巣を利用したものが６例であった．
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ANoteonthedistributionandbreedinghabitsofEurasianTreeCreepersinthe
northerndistrictofNiigataPrefecture

TohruWatanabe

l239-lTokonami,Tsugawa-machi,Higashi-Kanbara-Gun,Niigata959-4403,Japan

Afieldsurveywasconductedinthenorthemdistrict，Higashi-Kambara-Gun，ofNiigata
Prefecture，duringtheperiodl985-1999toextendourknowledgeaboutthedistributionand

breedinghabitsofTreeCreeperaガルね／h”伽亦．

Majorfindingsofthepresentsurveyaresummarizedasfollows：

１．Theirbreedinghabitatwasamountainwithforestrallgingfrom50tolO50mabovesealevel

andincludedsecondaryforestdominatedbyoakQ"eﾉｔｗｓｓ”ﾉ”,alldartificialcedarforest

C”/0?"eノカ”0"”inthevicinityofavillage

2・NinenestswerefoundatllO-lO50ma.s・I.（ｌｎｅｓｔａｔｌｌＯｍ;４nestsatl20-325m;４ｎｅｓｔｓａｔ６８０－

ｌＯ５０ｍ)．ThealtitudeisconsiderablylowerthanthoseknownpreviouslyincentraIHollshu，
themainislandofJapan、

3.Ｔｈｅｍｅａｎｈｅｉｇｈｔｏｆｔｈｅｎｅｓｔｓｉｔｅｗａｓ３､5ｍ(0.3ｔｏ7.5ｍ，ノＶ＝９)aboveground，Varioussites

forthenesthoiewereobserved,includinganaturalhollowinadeadtree(lnest),adepression
underthebark（lnest),andusednestholesofwoodpeckers(６nests)．

Ｋ上り'z(ﾉの恋６”e戒"ｇルα6"s,Certhiafamiliaris,恥ﾉﾉ茄""0"，〃ﾉ0""伽〃/bﾉ祖s/,ＪＷ“雌Ｐノヅ政．/"ﾉ℃，
Ｔ閃ＧＣＣ”"”


